
 

 

 

今回は、株式会社アルテサロンホールディングスを分析しました。㈱アルテサロンＨは、美容室をチ

ェーン展開している会社です。子会社である株式会社アッシュ（Ａｓｈ）、株式会社ニューヨーク・

ニューヨーク（ＮＹＮＹ）、株式会社スタイルデザイナー（ＳＤ）を通じ、フランチャイズ方式によ

る美容室のチェーン展開をしています。また、高級個室型リラクゼーションサロン事業を行う子会社

として、株式会社ＡＭＧ（ＡＭＧ）も。美容室業界は、１人当り生産性が低い為、給与面など厳しい

業種と言われていますが㈱アルテサロンＨはどの様な経営なのでしょうか。 

企業力総合評価 

下位各親指標 

営業効率 資本効率 生産効率 資産効率 流動性 安全性 

       
企業力総合評価は、青信号領域下位から改善トレンドです。115.11→110.24→123.27→126.63→128.24

と推移しています。下位親指標（営業効率から安全性まで）を確認すると、資産効率を除き、改善ト

レンドですので、営業効率が伸びて、キャッシュが入り、それで投資が賄え、なお且つ財務体質が改

善するという善循環サイクルに入っていることが見て取れます。 

営業効率は 2008 年 12 月期決算で谷を刻みながらも、Ｖ字回復をして改善トレンドです。 

営業効率　各下位指標 単位：千円・％
2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

売上高合計 8,030,748 7,642,501 6,785,062 6,095,977 6,308,013
売上総利益 1,787,326 1,789,929 1,856,016 1,933,737 1,947,542

売上高総利益率 22.26 23.42 27.35 31.72 30.87
営業利益 490,485 313,532 390,185 433,860 500,416
売上高営業利益率 6.11 4.10 5.75 7.12 7.93

経常利益 432,540 247,833 378,937 437,025 482,995
売上高経常利益率 5.39 3.24 5.58 7.17 7.66

当期利益 113,832 60,180 101,881 170,330 190,295
売上高当期利益率 1.42 0.79 1.50 2.79 3.02  
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グラフにすると顕著ですが、売上高は減収→減収→減収→増収と悪化トレンドですが利益額は総じて

増収。利益率も改善トレンドであることが分ります。まるで、ボクシング選手の様な筋肉質の強い体

作りをしているように思えませんか。 

なぜ、このような数字の動きをするのでしょうか。それは、㈱アルテサロンＨの暖簾分け制度を推進

する姿勢にあります。 

 

多くの美容師は、将来独立して自分の美容室を経営することを希望する為、主力チェーンであるＡｓ

ｈ、ＮＹＮＹでは、暖簾分け制度により美容室（パートナーシップサロン＝ＰＦＣ店）をチェーン展

開しています。これは、美容技術と店舗運営能力に優れた美容師が独立後、結果として競合とならな

いよう、会社の協力を促す方法と言えます。 

また、ＰＦＣオーナーにとっての暖簾分け制度のメリットは、単なる退職・独立と比較し、店長時代

の従業員、顧客、店舗設備（㈱アルテサロンＨが賃貸）をそのまま引き継いで独立出来る点です。そ

の為、従前の安定した業績を維持し、また初期投資等の資金負担を軽減することが可能となります。

また独立後も、チェーン展開する当社グループの研修制度の利用、材料等の大量一括購入によるコス

ト削減等のメリットも享受できます。 

 

暖簾分け制度により直営店がＦＣ店へと転換した場合、あるいは既存のＰＦＣが新たに店舗を出店し

た場合は、契約時に、ＰＦＣからの加盟金収入等が収益として計上されます。また、その後は店舗設

備の賃貸、経営指導、材料・商品の販売、ＰＢ商品の販売、販売促進支援、教育研修の提供等を行な 

い、これが売上となります。 

 

㈱アルテサロンＨの暖簾分け制度を知

った時、すぐに頭に浮かんだのはＣｏ

Ｃｏ壱番屋（カレーショップ）を展開

する㈱壱番屋です。㈱壱番屋も、直営

店の店長で優秀な成績の者にＦＣを認

め、企業力を善循環に転換しました。

同社は直営店よりも加盟店の業績が良

いのが特徴です。 

通常のＦＣでは、直営店ほど本部の管

理が及ばない為、ＦＣ店の業績の方が良くない会社も多いようです。 

 

まとめ 

独立心旺盛で、やる気のある人材を敵に回すことなく、自社のグループ内に留め置き、また、独立す

る側も店長時代に築いたすべてを持って独立出来るというビジネスモデルで成功しています。日本を

代表する企業の厳しい状況を見るにつけ、大企業病を克服し、個人のやる気をそのまま引き出す暖簾

分け制度はとても有効なモデルではないでしょうか。 

㈱壱番屋 

企業力総合評価 営業効率 流動性 安全性 

    

編集後記 先日、仕事で北海道へ行ったおり、足を延ばして小樽へ。運河・倉庫群を観光し、ガラス細工のお土産を

買い、圧倒的に美味しい乳製品や海産物を頂きました。たまにはヤクトクもないとね。(^。^) 
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